
　
東
京
は
、
二
月
七
日
夜
か
ら
八
日
と
二
月

十
四
日
夜
か
ら
十
五
日
と
二
週
続
け
て
記
録

的
な
大
雪
と
な
り
、
首
都
圏
の
交
通
網
は
大

混
乱
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
第

九
回
東
京
都
病
院
学
会
は
一
時
開
催
も
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
開
催
当
日
の
二
月
十
六
日

（
日
）
は
快
晴
に
恵
ま
れ
て
、
こ
れ
ま
で
最

大
の
参
加
五
百
八
十
一
名
の
参
集
を
得
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式

　
開
会
式
は
、
内
藤
誠
二
学
会
長
（
内
藤
病

院
理
事

長
）
の
力

強
い
開
会

宣
言
の

後
、
来
賓

と
し
て
お

迎
え
し
た
前
田
秀
雄
様
（
東
京
都
福
祉
保
健

局
技
監
）
と
尾
崎
治
夫
様
（
東
京
都
医
師
会

副
会
長
）
よ
り
本
学
会
開
催
へ
の
賛
辞
と
激

励
を
い
た
だ
き
開
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
学
会
の
主
題
は
、
ご
案
内
の
通
り｢

我
々

が
地
域
を
支
え
る―

望
ま
れ
る
地
域
密
着
型

病
院
に
向
け
て―

｣

と
謳
っ
て
い
ま
す
が
、

ち
ょ
う
ど
そ
ん
な
時
に
中
医
協
は
二
月
十
二

日
の
総
会
で
二
〇
一
四
年
度
診
療
報
酬
改
定

案
を
ま
と
め
て
厚
生
労
働
大
臣
に
答
申
、
本

学
会
の
主
題
は
こ
の
答
申
に
合
致
し
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
介
護
で
本
格
化
し
つ
つ
あ

る
地
域
包
括
ケ
ア
の
体
制
構
築
に
対
応
し
て

高
度
急
性
期
か
ら
在
宅
復
帰
へ
と
医
療
提
供

に
道
筋
を
つ
け
て
、
地
域
に
厚
み
の
あ
る
療

養
環
境
を
整
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

学
会
長
講
演
と
基
調
講
演

　
内
藤
学
会
長
の
講
演
は
、
三
頁
に
抜
粋
掲

載
し
て
お
り
ま
す
が｢

目
の
前
に
迫
る
超
高

齢
社
会
に
向
け
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
急
が
れ
て
い
る
中
で
、
医
療
で

は
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
、
そ
し
て
医
師
会

の
力
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い｣

と
し
て

「
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
の
が
地
域
密

着
型
病
院
以
外
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
の
力

の
こ
も
っ
た
講
演
で
し
た
。

　
一
方
、
天
本
宏
先
生
（
天
翁
会
理
事
長
）

の
基
調
講
演
は
、
先
生
独
特
の
言
い
回
し
と

医
師
と
し

て
の
使
命

感
に
あ
ふ

れ
る
情
熱

で
「
こ
れ

か
ら
の
医

療
提
供
体
制
は
自
己
完
結
型
か
ら
エ
リ
ア
内

で
機
能
分
担
を
し
て
い
く
地
域
内
完
結
型
に

転
換
し
て
、
医
療
提
供
の
場
は
病
院
完
結
型

か
ら
地
域
基
盤
型
に
転
換
す
べ
き
」
と
し
て

「
今
は
道
半
ば
で
、
ま
ず
ト
ッ
プ
自
ら
が
変

わ
り
、
目
標
を
明
確
に
示
し
て
理
想
を
追
い

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
こ
れ
ま
で

の
実
践
を
踏
ま
え
た
説
得
力
の
あ
る
講
演
で

し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
座
長
は
猪

口
雄
ニ
常
任
理
事
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
内
藤

学
会
長
が
座
長
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
取

り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
（「
地
域
連
携
の
現

状
と
問
題
点
」「
望
ま
れ
る
地
域
密
着
型
病

院
」）
は
こ
れ
ま
で
は
深
く
話
し
合
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
点
で
す
が
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
や

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
、
現
状
の
報
告
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
提
示
が
さ
れ
ま
し
た
。
限

ら
れ
た
時
間
の
制
約
も
あ
り
ま
し
た
が
発
表

さ
れ
た
数
々
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
真
剣

に
議
論
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
会
員
病
院
以
外
か
ら
特
別
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
介
護
、
福
祉
関
係
の
山

崎
様
（
渋
谷
区
福
祉
部
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
課

課
長
）、
山
下
様
（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
コ
ス
モ
ス
理
事
長
）、
鈴
木
様
（
東
村
山

市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）
の
貴

重
な
報
告
は
こ
れ
か
ら
の
病
院
の
在
り
方
を

問
う
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で

し
た
。

各
委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン

と
一
般
演
題
発
表

　
そ
の
他
、
用
意
さ
れ
た
五

つ
の
会
場
で
は
高
齢
者
救
急

搬
送
の
課
題
を
語
り
合
う

「
急
性
期
医
療
委
員
会
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
地
域
の
介
護
福
祉

施
設
と
の
連
携
を
語
り
合
う

「
看
護
管
理
部
会
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
終
末
期
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
環

境
問
題
検
討
委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
在
宅
医

療
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
問
う
「
事
務
管
理

部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
な
ど
を
は
じ
め
、
百
十

一
演
題
に
も
及
ぶ
数
々
の
発
表
も
ま
た
今
回

の
学
会
の
主
題
に
相
応
し
い
内
容
の
連
続
と

な
り
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
政
府
は
、
昨
年

成
立
し
た
社
会
保
障
制
度
改
革
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
法
を
踏
ま
え
て
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
を
着
実
に
進
め
よ
う
と
意
欲
的
で
す
。
特

に
、
医
療
・
介
護
分
野
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
財
政
支
援
制
度
を
活
用
し
た
「
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
」「
病
床
機

能
報
告
制
度
の
創
設
」「
地
域
医
療
構
想
の

策
定
に
よ
る
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
」
な

ど
に
力
を
注
ぐ
考
え
で
す
。

　
今
回
学
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
、
こ

う
し
た
大
き
な
流
れ
を
肌
で
感
じ
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
は
東
京
都
病
院
学
会
十
周
年
で
す
。

さ
ら
に
充
実
し
た
学
会
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
最
大
の
五
百
八
十
一
名
に
及
ぶ
参
加
者
が
参
集

平
成
二
十
六
年
二
月
十
六
日
（
日
）

第
九
回
東
京
都
病
院
学
会
を
開
催
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今
年
四
月
に
は
二
年
ご
と
の
診
療
報
酬
改

定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
消
費
税
率

も
五
％
か
ら
八
％
へ
の
引
き
上
げ
が
同
時
期

に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
対

応
も
併
せ
て
行
わ
れ
る
。

改
定
率
は
診
療
報
酬
本
体
で
プ
ラ
ス
〇
・
七

三
％
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
消
費
税
対
応
分

が
〇
・
六
三
％
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
質

の
改
定
率
は
プ
ラ
ス
〇
・
一
％
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
医
科
の
み
を
見
る
と
プ
ラ

ス
〇
・
八
二
％
で
消
費
税
対
応
分
〇
・
七
一
％

を
除
く
と
プ
ラ
ス
〇
・
一
一
％
で
あ
る
。
一

方
、
薬
価
の
改
定
率
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
六
三
％

だ
が
、
消
費
税
対
応
分
を
考
慮
す
る
と
一
・

三
六
％
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
る
。
診
療
報

酬
本
体
も
そ
う
だ
が
、
薬
価
の
大
幅
な
下
げ

幅
が
消
費
税
の
対
応
で
見
え
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

ま
た
、
医
科
の
本
体
報
酬
に
係
る
財
源
は

約
二
千
二
百
億
円
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
病
院
と
診
療
所
の
間
で
二
・
六
：
一
に
按

分
し
、
病
院
に
約
千
六
百
億
円
、
診
療
所
に

六
百
億
円
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ

の
按
分
に
つ
い
て
は
、「
病
院
・
診
療
所
ご

と
の
医
療
費
シ
ェ
ア
」×

「
病
院
・
診
療
所

ご
と
の
課
税
経
費
率
」
の
算
式
で
得
ら
れ
た

数
値
、
す
な
わ
ち
病
院
・
診
療
所
の
医
療
費

の
相
対
比
（
六
十
九
・
三
％
：
三
〇
・
七
％
）

と
課
税
経
費
率
（
本
体
分
）
の
相
対
比
（
二

十
五
・
九
％
：
二
十
二
・
二
％
）
か
ら
二
・
六
：

一
と
な
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
約
二
千
二
百

億
円
を
配
分
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
初
、

消
費
税
増
税
分
は
診
療
報
酬
上
ど
の
項
目
に

乗
せ
る
の
か
注
目
さ
れ
た
が
、
初
・
再
診
料

並
び
に
入
院
基
本
料
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
、
診
療
報
酬
改
定
の
答
申
の
中
で
も
後

半
部
分
に
「
消
費
税
率
八
％
へ
の
引
上
げ
に

伴
う
対
応
」
と
し
て
別
に
示
さ
れ
て
い
る
。

余
談
だ
が
、
消
費
税
率
十
％
に
な
る
前
に
は

サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の
課
税
の
あ
り
方
を

し
っ
か
り
と
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
て
、
答
申
が
出
さ
れ
点
数
や
施
設
基
準

を
含
め
た
算
定
要
件
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を

短
冊
と
呼
ん
で
い
る
。
三
月
八
日
以
降
に
通

知
を
含
め
た
よ
り
詳
細
な
改
定
本
が
白
本

（
実
際
は
水
色
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
出
さ
れ
る
通
知
に
よ
っ
て

は
、
算
定
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
項
目
が
算

定
で
き
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
考
え
方
が

緩
や
か
に
な
り
算
定
可
能
と
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
の
で
、
引
き
続
き
目
が
離
せ
な
い
状
況

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
段
階
で
は
あ
る
が
、

短
冊
を
も
と
に
内
容
に
触
れ
て
み
た
い
。

　

今
回
の
改
定
は
多
岐
に
わ
た
り
、
内
容
も

細
か
な
も
の
が
多
く
大
幅
な
改
定
と
言
え

る
。
し
か
し
、
一
言
で
い
う
と
「
ふ
る
い
落

と
し
」「
施
設
か
ら
在
宅
」
と
い
う
大
き
な

流
れ
を
感
じ
る
。「
ふ
る
い
落
と
し
」
で
は

体
制
の
強
化
、
人
員
の
確
保
な
ど
よ
り
し
っ

か
り
と
し
た
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

ま
ず
、
入
院
時
の
患
者
の
病
態
に
つ
い
て
、

重
症
度
、
看
護
必
要
度
の
名
称
と
内
容
が
変

わ
っ
た
。「
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
」

と
な
り
、
呼
吸
ケ
ア
の
う
ち
喀
痰
吸
引
の
み

の
場
合
が
除
か
れ
、
血
圧
測
定
と
時
間
尿
測

定
が
削
除
さ
れ
、
創
傷
処
置
が
創
傷
処
置
と

褥
瘡
処
置
の
い
ず
れ
か
と
な
り
、
専
門
的
な

治
療
・
処
置
の
項
目
に
抗
血
栓
塞
栓
薬
の
持

続
点
滴
が
追
加
さ
れ
、
抗
悪
性
腫
瘍
剤
が
注

射
薬
と
内
服
薬
に
分
か
れ
、
麻
薬
注
射
薬
の

使
用
を
注
射
剤
に
限
定
し
、
麻
薬
の
内
服
と

貼
付
が
追
加
さ
れ
た
。

　

ま
た
感
染
防
止
対
策
加
算
（
一
）
で
は
従

来
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
参
加
し
て
い
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
参
加
し

て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
た
。
一
方
で
、

月
平
均
夜
勤
時
間
七
十
二
時
間
つ
い
て
は
、

基
準
が
ク
リ
ア
で
き
な
い
場
合
は
七
対
一
入

院
基
本
料
、
十
対
一
入
院
基
本
料
を
除
き
特

別
入
院
料
と
な
っ
て
い
た
が
、
特
定
機
能
病

院
入
院
基
本
料
と
専
門
病
院
入
院
基
本
料
を

除
き
対
象
病
棟
で
は
直
近
三
ヶ
月
に
限
り
特

別
入
院
料
で
は
な
く
二
十
／
一
〇
〇
を
減
算

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
四

病
協
な
ど
が
廃
止
を
訴
え
て
き
た
が
、
今
回

緩
和
さ
れ
た
こ
と
は
訴
え
の
趣
旨
が
多
少
な

り
と
も
理
解
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
九
十
日
超
え
の
特
定
除
外
制
度
に

つ
い
て
も
当
該
患
者
を
平
均
在
院
日
数
の
計

算
対
象
と
す
る
か
わ
り
に
出
来
高
算
定
を
認

め
、
計
算
対
象
に
含
め
な
い
た
め
に
は
、
当

該
患
者
を
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
（
一
）
の

例
（
医
療
区
分
三
）
に
よ
り
算
定
す
る
方
法

の
二
者
択
一
が
示
さ
れ
た
。

　

次
に
七
：
一
基
本
料
の
病
床
を
減
ら
す
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て

い
る
。
前
の
改
定
以
降
十
：
一
病
院
が
看
護

師
の
加
配
を
し
て
お
り
、
七
：
一
に
手
が
届

く
状
況
で
届
け
出
た
病
院
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
七
：
一
が
必
要

か
ど
う
か
経
営
効
率
も
含
め
て
冷
静
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
在
宅
等
へ
戻
す
こ
と
が
政
策
的

に
も
さ
ら
に
進
め
ら
れ
、
要
件
化
さ
れ
て
い

る
。
七
：
一
入
院
基
本
料
に
お
い
て
は
七
十

五
％
の
在
宅
復
帰
率
と
デ
ー
タ
提
出
加
算
の

届
出
を
届
出
要
件
と
し
た
。
在
宅
復
帰
率
に

つ
い
て
は
、
在
宅
復
帰
と
し
て
認
め
ら
れ
る

先
も
在
宅
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
や
、
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟(

床)

、
在
宅
復
帰
機
能
を
持
つ
療
養
病

床
な
ど
在
宅
へ
つ
な
が
る
施
設
を
想
定
し
て

い
る
。
さ
ら
に
は
自
院
内
で
の
転
室
は
退
院

と
し
て
み
な
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
数

は
計
算
式
の
分
母
・
分
子
か
ら
除
か
れ
る
ら

し
い
。
こ
の
よ
う
な
点
が
今
後
の
通
知
で
示

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
要
注
意
な
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
分
母
に
含
ま
れ
る
場
合
に
は

大
き
な
影
響
が
出
る
が
、
分
母
・
分
子
か
ら

外
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
含
め
た
場
合
よ

り
は
若
干
下
が
る
程
度
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
。
亜
急
性
期
病
床
は
対
象
に
な
ら
な
い

の
か
と
お
思
い
の
方
も
い
る
だ
ろ
う
。
今
回

の
改
定
で
、
亜
急
性
期
病
床
は
平
成
二
十
六

年
九
月
三
十
日
ま
で
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
れ
に
変
わ
る
機
能
が
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟(

床)

で
あ
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟(

床)

の
施
設
基
準

は
、

① 

疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は
が
ん

患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
届
出
を
行
っ

て
い
る
こ
と

② 

許
可
病
床
二
百
床
未
満
の
医
療
機
関
で
は

病
室
単
位
で
の
届
け
出
が
で
き
る
が
、
療
養

病
床
の
場
合
に
は
、
病
棟
単
位
で
の
届
出
と

な
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
も
一
病
棟
に
限
る

こ
と
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
許
可
病
床
二
百

床
未
満
の
病
院
で
入
院
基
本
料
の
届
出
が
な

い
場
合
に
は
、
二
病
棟
以
上
で
も
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
の
届
出
が
可
能
で
あ
る
。

③ 

看
護
配
置
は
十
三
対
一
と
、
亜
急
性
期
病

床
と
同
じ
で
あ
る
が
、
専
従
の
常
勤
理
学
療

法
士
、
常
勤
作
業
療
法
士
又
は
常
勤
言
語
聴

覚
士
を
一
名
以
上
配
置
し
、
選
任
の
在
宅
復

帰
支
援
担
当
者
を
一
名
以
上
配
置
す
る
こ
と

④ 

一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必

要
度
Ａ
項
目
一
点
以
上
の
患
者
を
十
％
以
上

入
院
さ
せ
て
い
る
こ
と
。
と
い
っ
た
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　

在
宅
復
帰
機
能
を
持
つ
療
養
病
床
で
は
療

養
病
棟
入
院
基
本
料
の
加
算
と
し
て
「
在
宅

復
帰
機
能
強
化
加
算　

一
日
十
点
」
が
新
設

さ
れ
た
。
施
設
基
準
は
療
養
病
棟
入
院
基
本

料
（
一
）
を
届
出
て
い
る
こ
と
と
在
宅
に
退

院
し
た
患
者
（
一
か
月
以
上
入
院
し
て
い
た

患
者
に
限
る
）
が
五
十
％
以
上
で
あ
り
、
退

院
患
者
の
在
宅
生
活
が
一
か
月
以
上
（
医
療

区
分
三
の
患
者
は
十
四
日
以
上
）
継
続
す
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
病
床

回
転
率
が
十
％
以
上
で
あ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
言
う
在
宅
に
老
健
が
含
ま
れ

る
の
か
、
ま
た
在
宅
継
続
の
確
認
方
法
や
病

床
回
転
率
の
計
算
方
法
等
に
つ
い
て
も
通
知

等
を
待
つ
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
デ
ー
タ
提
出
加
算
に
つ
い
て
は
今

回
の
改
定
で
全
て
の
病
棟
が
そ
の
対
象
と

な
っ
た
。
新
た
に
導
入
さ
れ
る
基
準
の
適
用

田野倉  浩治

永
生
病
院
　
事
務
部
長
　
田
野
倉
　
浩
治

平
成
二
十
六
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
概
要

「
ふ
る
い
落
と
し
」「
施
設
か
ら
在
宅
」
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

大
き
な
流
れ
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で
医
療
提
供

・
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
機
能

・
急
性
期
機
能
で
す
。

　

し
か
し
病
院
の
現
場
で
提
供
し
て
い
る
医

療
は
広
範
囲
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
一
人

一
人
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
治
療

結
果
な
ど
の
ア
ウ
ト
カ
ム
の
よ
う
に
、
数
字

で
は
出
し
に
く
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

特
定
機
能
病
院
、
セ
ン
タ
ー
病
院
の
よ
う

な
超
急
性
期
病
院
、
療
養
型
病
院
、
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
と
い
っ
た
慢
性

期
病
院
の
よ
う
に
機
能
が
明
確
で
な
く
、
診

療
報
酬
上
も
評
価
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
七
年
に
、
医
局
の
先
輩
に
早
朝
勉
強

会
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
東
京
都
私
立

病
院
会
青
年
部
会
勉
強
会
（
現
在
も
続
い
て

お
り
千
二
百
四
十
回
を
越
え
て
い
る
）
で
は

「
自
分
の
病
院
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
が
強

調
さ
れ
て
お
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
教
え
か
ら
「
地
域
密
着
病
院
」
な
ら

「
地
域
に
知
っ
て
も
ら
お
う
」、「
地
域
を
知

ろ
う
」
と
考
え
、
広
報
誌
の
発
刊
、
講
習
会
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
交
流
会
等
を
開
始

内藤  誠二

　

三
年
前
に
第
七
回
学
会
長
で
あ
り
ま
し
た

小
泉
先
生
か
ら
学
会
運
営
委
員
長
の
指
名
を

受
け
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
三
年
後
に
学

会
長
が
回
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
時
か
ら
自
分
が
学
会
長
の
時
の
テ
ー
マ
は

何
が
良
い
の
か
、
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
思
い
浮
か
ん
だ
も
の
は
「
地
域
密
着

型
病
院
」
で
し
た
。
そ
こ
で
い
つ
も
見
つ
め

て
き
た
も
の
、そ
れ
は
「
地
域
」
そ
し
て
「
連

携
」
で
す
。
特
に
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会

で
は
地
域
で
の
医
療
が
大
切
で
す
。
そ
の
思

い
か
ら
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
我
々
が
地
域
を

支
え
る―

望
ま
れ
る
地
域
密
着
型
病
院
に
向

け
て―

」
と
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
病
院
の
多
数
を
占
め
る
民
間
病
院

は
、
そ
の
多
く
が
開
業
医
の
診
療
所
か
ら
出

発
し
て
お
り
、
院
長
が
経
営
と
診
療
の
両
方

に
大
き
な
責
任
を
負
い
な
が
ら
理
想
と
す
る

医
療
の
実
現
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
各
病
院
に

特
徴
が
あ
り「
地
域
密
着
型
病
院
」を「
機
能
」

と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
し

た
。
地
域
密
着
型
病
院
の
機
能
と
は
何
か
と

問
う
て
も
、
各
病
院
の
特
徴
が
あ
ま
り
に
も

異
な
り
す
ぎ
て
、
一
言
で
定
義
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
私
が
勝
手
に
考
え
る
「
地
域

密
着
型
病
院
」
は
、
次
の
四
点
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

・
地
域
に
目
を
向
け
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応

・
患
者
と
職
員
が
互
い
に
顔
の
見
え
る
関
係

【
学 
会 
長 

講 

演
】（
抜
粋
）

主
題
「
我
々
が
地
域
を
支
え
る

　
　
　―
望
ま
れ
る
地
域
密
着
型
病
院
に
向
け
て―

」

内
藤
病
院 

理
事
長
　
内
藤 

誠
二

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
経
過
措
置
が
設
け

ら
れ
る
の
で
、
そ
の
内
容
に
も
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

　

超
重
症
児
（
者
）・
準
超
重
症
児
（
者
）

入
院
診
療
加
算
に
つ
い
て
も
、
療
養
病
床
で

は
十
五
才
以
上
で
の
発
症
患
者
も
算
定
の
対

象
に
な
っ
た
が
、
一
方
で
障
害
者
施
設
等
入

院
基
本
料
等
を
除
く
一
般
病
棟
で
は
平
成
二

十
七
年
四
月
一
日
以
降
、
入
院
か
ら
九
十
日

を
限
度
に
算
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
入
院

料
に
つ
い
て
は
、
入
院
料
（
一
）
に
体
制
強

化
型
加
算
と
し
て
二
百
点
が
加
算
さ
れ
る
。

そ
の
施
設
基
準
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
に
関
す
る
三
年
以
上
の
経
験
及
び
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
に
係
る
研
修
を
修
了

し
た
専
従
の
常
勤
医
師
一
名
以
上
と
退
院
調

整
に
関
す
る
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
常

勤
社
会
福
祉
士
一
名
以
上
の
配
置
が
必
要
と

な
る
。
そ
し
て
、
休
日
加
算
は
包
含
さ
れ
休

日
を
含
め
、
週
七
日
間
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
体
制
が
要
件
化
さ
れ

た
。
ま
た
、
受
入
患
者
の
要
件
も
改
定
さ
れ

る
「
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
」
の
Ａ

項
目
一
点
以
上
の
患
者
が
一
割
以
上
（
従
来

一
割
五
分
以
上
）
と
な
る
。
現
状
で
の
評
価

見
直
し
を
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
脳

血
管
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
除
き
、
若
干

増
点
さ
れ
て
い
る
が
、
廃
用
症
候
群
に
対
す

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
点
数
を

下
げ
ら
れ
て
い
る
。
自
院
の
状
況
を
再
度
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
。
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
外
来
患
者
で
は
（
一
）

が
算
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
算
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
で
も
介
護
保
険
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
入
院
患
者
に
つ
い
て
は
そ
の
対
象

か
ら
外
れ
、
月
十
三
単
位
ま
で
は
算
定
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

冒
頭
、「
施
設
か
ら
在
宅
」
を
推
進
す
る

報
酬
改
定
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
唯
一
大
き

く
減
額
さ
れ
た
項
目
が
あ
る
。
在
宅
時
医
学

総
合
管
理
料
等
の
中
の
「
同
一
建
物
」
へ
の

評
価
で
あ
る
。
保
険
医
療
機
関
等
が
経
済
的

誘
引
に
よ
り
患
者
の
紹
介
を
受
け
る
こ
と
を

禁
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
機
能
強
化

型
と
し
て
新
た
な
報
酬
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
サ
テ
ラ
イ
ト
を
含
み
常
勤
看
護
職
員
五

名
か
ら
七
名
を
配
置
し
、
二
十
四
時
間
対
応

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
従
来
の
分
散
型

と
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
し
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
外

に
も
多
く
の
改
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
精
神
科
領
域
に
つ
い
て
も
い
ろ

い
ろ
と
変
更
点
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以

上
に
四
月
か
ら
の
精
神
福
祉
保
健
法
の
改
正

に
つ
い
て
も
留
意
す
る
点
が
多
く
あ
り
、
診

療
報
酬
、
医
療
法
と
と
も
に
目
が
離
せ
な
い
。

し
た
り
、
ま
た
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
、
町
会
、

長
寿
会
、
お
祭
り
等
へ
の
参
加
を
心
が
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
提
供
す
べ
き
医
療
も
保
障
が
無
く

て
は
い
け
な
い
と
考
え
、
当
院
で
は
平
成
十

三
年
七
月
に
病
院
機
能
評
価
の
初
認
定
を
受

け
、
以
降
、
二
回
更
新
し
て
い
ま
す
。
機
能

の
評
価
の
さ
れ
に
く
い
地
域
密
着
病
院
と
し

て
は
是
非
受
審
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
か
ら
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
感
じ
、「
地
域
密
着
」
と
は
地
域
の
病

人
を
診
る
の
で
は
な
く
、
医
療
が
地
域
社
会

の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
の
増
加

に
よ
り
、
独
居
の
高
齢
者
、
夫
婦
と
も
高
齢

者
で
近
く
に
身
内
が
い
な
い
方
の
場
合
に

は
、
入
院
の
際
に
普
段
お
世
話
し
て
い
る
方

や
ア
パ
ー
ト
の
大
家
さ
ん
、
友
人
と
い
っ
た

地
域
で
支
え
あ
っ
て
い
る
方
が
家
族
代
わ
り

に
来
院
し
た
り
、
世
話
を
し
に
来
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
入
院
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
人
間

関
係
や
支
え
あ
い
が
そ
の
ま
ま
病
院
内
に

入
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
逆
に
そ

の
関
係
が
断
ち
切
ら
れ
る
と
入
院
生
活
に
も

理事会報告（2月）
　本年度の東京都医師会調査研究委託については、
慢性期医療委員会が担当して「東京都における長期
療養高齢者の看取りの実態に関する調査」を行うこ
ととして、東京都医師会の承認を得ました。本調査は、
厚生労働省が平成 25 年度老人保健健康増進等事業の
一環として「長期療養高齢者の看取りの実態に関す
る横断調査事業」を行ったものですが、これは全国
調査であるにもかかわらず、東京での状況が不明な
ことから、慢性期医療委員会で再調査という形で行
うものです。関係各位のご協力をお願いします。
　第 9 回東京都病院学会は、過去最大の 581 名の参
加者（シンポジスト等の外部講師および運営スタッ
フを除く）を迎え、盛況のうちに終了いたしました。
会場は前回から日本青年館に変更しましたが、ここ
でも手狭になってきたため、今後、より多くの参加
者を迎えられるよう、体制整備を検討して参ります。
　日本医業経営コンサルタント学会からの後援依頼
の件については、過去に実績があること等から異議
なく承認されました。
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支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
病
院
側
も
入
院
患
者
の
人
間
関
係
を
理

解
す
る
必
要
が
あ
り
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
も
身

内
と
ば
か
り
い
え
な
い
状
況
も
出
て
き
ま

す
。
治
療
を
開
始
す
る
と
と
も
に
本
人
の
生

活
状
況
の
把
握
も
必
要
に
な
り
、Ｍ
Ｓ
Ｗ
に

よ
る
支
援
な
し
で
は
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
で
て
き
ま
す
。
病
院
の
役
割
は
医

療
の
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
人
や
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
の
介
護
・
福
祉
、
行
政

と
連
携
を
基
盤
と
し
た
き
め
の
細
や
か
な
対

応
、
ま
た
今
ま
で
の
よ
う
な
病
診
・
病
病
連

携
で
は
な
く
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
と
の
連
携
、

多
職
種
連
携
が
当
然
の
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

ま
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
い

う
概
念
が
提
唱
さ
れ
、
こ
れ
は
「
日
常
生
活

圏
の
中
で
介
護
・
医
療
・
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
を
行
う
」
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
中
で
も
医
療
は
「
病
気
を
治
す
」

イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、「
生
活
を
支
え
る
」

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
医
療
や
地
域

と
の
連
携
の
中
で
医
療
を
提
供
し
て
い
く
わ

け
で
す
が
、
そ
こ
に
は
後
方
支
援
と
し
て
の

病
院
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
地
域
密
着

型
病
院
の
存
在
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

来
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

病
院
だ
け
が
欠
か
せ
な
い
存
在
な
の
で
は
な

く
、
そ
れ
以
上
に
重
要
に
な
る
の
が
「
連
携
」

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
医
療
連
携
以
上
に
、
か

か
り
つ
け
医
・
在
宅
医
と
の
連
携
は
情
報
の

収
集
・
提
供
に
迅
速
性
が
求
め
ら
れ
、
ま
た

自
宅
や
施
設
へ
の
退
院
を
意
識
し
た
医
療
内

容
の
調
整
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
退
院
し
た

と
同
時
に
在
宅
で
の
対
応
が
始
ま
る
か
ら
で

す
。
他
職
種
と
の
連
携
で
は
医
療
情
報
だ
け

で
は
な
く
生
活
情
報
、Ａ
Ｄ
Ｌ
等
の
情
報
収

集
、
退
院
時
に
は
治
療
後
の
そ
れ
ら
の
変
化

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ

た
生
活
の
調
整
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
後
我
々
は
「
地
域
密
着

型
病
院
」
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
中
で
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
月
二
十
九
日

第
八
回
環
境
問
題
検
討
委
員
会

・
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

・
病
院
学
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

第
六
回
慢
性
期
医
療
委
員
会

・
研
修
会
開
催
に
つ
い
て

・
長
期
療
養
高
齢
者
の

　
　
看
取
り
の
実
態
調
査
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

二
月
十
日

第
八
回
総
務
経
理
委
員
会

・
二
月
度
理
事
会
議
題
に
つ
い
て

二
月
十
七
日

第
五
回
急
性
期
医
療
委
員
会

・Ｂ
Ｃ
Ｐ
研
修
会
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

二
月
十
九
日

第
六
回
診
療
情
報
管
理
委
員
会

・
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

・Ｑ
Ｉ
に
つ
い
て

会
務
日
誌
・
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　（
一
・
二
月
）

■ 平成 26年度診療報酬改定説明会
　　日　時：平成 26年 3月 24 日（月）
　　　　　午後 1時 30 分～4時 30 分
　会　場：日本教育会館
　　　　　（地下鉄新宿線・半蔵門線 
　　　　　神保町駅 徒歩 2分 A1・A2出口
　　　　　地下鉄三田線 神保町駅 徒歩 5分 A8 出口）
　講　師：厚生労働省保険局医療課担当官
　　　　　都病協事務管理部会委員
　定　員：先着 600 名
　　　　　（定員を超えた際は連絡します。）
　参加費：会費 7,000 円　非会員 10,000 円
　　　　　（参加費は当日会場で申し受けます。
　　　　 　資料代「診療報酬点数表 改正点の解説（社
　　　　　 会保険研究所）」を含みます。）

■平成26年度診療報酬改定に伴う
　　　　　　　　　　　　　　届出事項説明会
　　日　時：平成 26年 4月 3日（木）午後 2時～4時
　会　場：日本教育会館
　講　師：関東信越厚生局東京事務所 担当官
　定　員：先着 600 名
　　　　　（定員を超えた際は連絡します。）
　参加費：会費 3,000 円　非会員 6,000 円
　　　　　（参加費は当日会場で申し受けます。）

説明会のご案内

【お申込み・連絡先】　東京都病院協会事務局
TEL03-5217-0896　FAX03-5217-0898
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